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いよいよ新学期のスタートです 

 ◆平岸中学校教育目標 

 

 

 

 

 

◆求める生徒像 〈※各教室の黒板横に掲示しています〉 

 

１ 自ら学び、より良く問題を解決できる生徒 

・ 学ぶ意欲をもち、目標に向かって努力することがで

きる 

・ 深く考え、より良い判断をすることができる 

・ 何事にも積極的に取り組み、自分を表現することが

できる 

２ 豊かな人間性と社会性を身につけている生徒 

・ 礼儀や規律をわきまえ、行動することができる 

・ 温かい心をもち、人や自然と接することができる 

・ 心豊かに、しなやかな感性を磨き合うことができる 

３ 命を愛し、健康でたくましく生きる生徒 

・ 明朗で、健康な心身をもちながら鍛え合うことがで

きる 

・ まわりの人々や社会の幸福・発展のために尽くすこ

とができる 

・ 生命を尊重し、謙虚で感謝の気持ちをもつことがで

きる 

令和８年度、１学期の始業式が８日に行われました。

生徒達は、進級の喜びや新しい学級への期待を胸に、元

気良く登校してきました。着任式の中では、新しい教職

員を温かく迎える姿が印象的でした。本日入学式が行わ

れ、新しい標準服に袖を通した新入生が、希望をもって

入学しました。 

 

今年度、本校に着任した教職員は、右の通りです。ど

うぞよろしくお願い致します。 

 

 

◆着任者一覧  

・岡部 博一（主幹教諭 英語）伏見中学校より 

・越 真奈美（国語）新着任 

・寺田 圭佑（数学）東月寒中学校より 

・吉田  成（数学）新着任 

・元木 太郎（美術）栄中学校より 

・櫻井 夢可（保健体育）澄川中学校より 

・柴門 和奈（特別支援）豊園小学校より 

・池田真由子（学校図書館司書）月寒中学校より 

・田口 佳奈（拠点校指導員）真駒内曙中学校より 

・小林 晴江（校務助手）藤野中学校より 

・今野 正広（福祉補助員）北海道開発局より 

 

◆令和８年度 平岸中学校教職員◆ 

・校長／須藤 勝也  ・教頭／山崎  圭 

・主幹教諭／岡部 博一 

☐担任・副担任 

 １ 年 ２ 年 ３ 年 

１

組 
細木 慎太 杉本 慎一 鈴谷  勉 

２

組 
江西 夢叶 磯部 桂子 松本かれん 

３

組 
相馬 慶暉 中原 優希 江藤 奈穂 

４

組 
櫻井 夢可 西山 智貴 鎌田  守 

６

組 
柴門 和奈 因幡 拓哉 

村井 麻美 

𠮷田 空翔 

副 

担 

任 

吉田  成① 

岡部 博一② 

元木 太郎③④ 

越 真奈美①④ 

加藤 幸治② 

志田 真理③ 

佐藤 希美①④ 

三宅  充② 

寺田 圭佑③ 

学年 

所属 

舘岡 明音 葭原 雪絵 中路 信哉 

・養護教諭／葭原 雪絵 ・栄養教諭／舘岡 明音 

・事務職員／久津那由香 ・用務員／西村 勇樹 

・校務助手／小林 晴江 ・福祉補助員／今野 正広 

・相談支援ﾊﾟｰﾄﾅｰ・学びのｻﾎﾟｰﾀｰ／佐藤 かよ子 

・学びのｻﾎﾟｰﾀｰ／明山富士枝 ・学校司書／池田真由子 

・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ／小沼 豊 ・拠点校指導員／田口 佳奈 

        

                                                         

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 札幌市立平岸中学校 学校だより      ☆心の窓を世界に開こう!!    

学びの池 

 

 

 

 

 

 

本校の教育は一人ひとりが人格を尊重し、 真理と平和

を求め、地域・社会の発展に寄与する人となるために 

１ 創造的知性にすぐれ 

問題を解決するために思考力・判断力・表現力を育む 

２ 豊かな情操をそなえ 

豊かな心と人間性を育む 

３ 健康でたくましい心身をもつ 

健康な心身と生きる力を育む 

生徒を育成する 

令和８年 ４月９日発行 第 １ 号 

札幌市立平岸中学校 発行 須藤 勝也 

豊平区平岸１条 21丁目 3-1 ☎811-9585 
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春休み中に事故、事件がなく、皆さんと再会できた

こと嬉しく思います。１学期は、長い冬が明け軽快で、

ワクワク、ドキドキする季節です。新しい一年間を皆

さんはどのような一年にしたいですか。新しいことを

始めようとする人、これまで取り組んできたことに引

き続き力を入れて頑張ろうとしている人など様々だ

と思います。春は意欲的になれるよい時期ではないか

と思います。「千里の道も一歩から」との言葉がありま

すが、簡単に達成できる目標でも、長く時間がかかる

ことでも、必ず第一歩から始まる。とにかく、自分の

意思で行動を起こすことが大切で、弱い気持ちに負け

ずに目標達成に向けて粘り強く取り組んでください。 

また、春は新たな出会いの季節ですが、昨年度末に 14

名の教職員が離任されました。そして、今、11名の新

しい教職員の方々をお迎えしました。そして､明日、第

79期の新入生 135名が入学してきます。こうした機会

を大切にしながら、新たな一年のより良いスタートを

していきましょう。 

さて、３年生は、いよいよ平岸の「顔」となります。

最高学年として、後輩の憧れの存在となってください。

切磋琢磨して、素敵な学級づくりの見本を示してくだ

さい。同時に新たな道に進むために、自分を見つめ、

自分の進むべき道を探し続けてください。期待してい

ます。 

 ２学年は、1 年間の経験を積んだ中堅学年として１

年生のよき手本となって支えてください。そして、後

期にはバトンを３年生から受け取り、本校の舵取り役

として力を発揮してほしいと思います。 

 本校では挨拶を大切にしています。挨拶の「あい」

には心を開くという意味、そして、挨拶の「さつ」に

は、その心に近づくという意味があります。ですから、

挨拶という行為には、「あなたがいることを認め、尊敬

します」という意思があり、人間関係づくりに向けた

コミュニケーションの第一歩につながります。 

ぜひ、明日から始まる１学期は、人間関係づくりを意

識して過ごしてください。各学年で旅行的行事もあり

ます。一年間のスタートの第一歩を大切にするうえで

も、爽やかな挨拶を心掛けることで、人間関係づくり

を進めながら、明るい学級、学年、学校を目指してほ

しいと思います。 

 

校長 須藤 勝也 

 

 

  

 

 

 

 

                           

２年生の１年間は、できることが増えた分、うまくい

かないことや迷うことも増えました。思うようにいかな

いとき、私はつい結果だけに目を向けがちでした。しか

し、日々を過ごす中で、少しずつ気づいたことがありま

す。それは「どんな一日も、積み重ねでできている」と

いうことです。 

 特別な一日だけが大切なのではなく、何気ない一日こ

そが自分を形づくっていく。そう考えたとき、今まで過

ごしてきた時間、全てに意味があると感じられるように

なりました。 

 ３年生になった今、私は、進路の選択に向き合います。

不安や迷いを感じることもあると思います。それでも自

分で決めた道を信じて、一歩ずつ進んでいきたいです。 

 そして、最高学年として、周りの存在に感謝し、支え

られていることを当たり前にしない１年にしたいと思い

ます。これまで誰かの何気ない言葉や、行動に励まされ

てきましたが、今度は自分が誰かの力になれるような存

在でありたいです。 

 一日一日を大切にするということは、限られた時間の

中で、どのように行動するかを考えることだと思います。

これまでの経験を生かしながら、目標に向かい努力を重

ね、悔いのない１年にしていきます。 

 

                ３年  代表生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お詫び】新入生保護者の皆様へ 

４月１日に行いました入学受付の際に配付した資料

「学校徴収金（学校諸費）の納入について（お願い）」に

おきまして、学校徴収金の内容の中にスキー学習と記載

しておりましたが、今年度より全学年スキー学習は実施

しないため徴収致しません。お詫びしてお知らせ致しま

す。 

始業式 学校長の話 始業式 代表生徒の話 

本校のホームページの QRコード

です。ぜひご利用ください。 

 


